
建設リサイクル技術活用事例集（四国版） 

建設副産物対策四国地方連絡協議会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．建設発生木材、伐木等、間伐材関係 



小泉製麻株式会社 
〒657-0864 

兵庫県神戸市灘区新在家南町1丁目2番1号 

TEL：078-841-9344  FAX：078-841-9349 

URL：http://www.koizumiseima.co.jp mail：kaoru.oonishi@koizumi-jm.jp 
 

樹林パッチ工法 

－ 法面での生分解性法面植栽枠を利用した樹林化工法 － 
 

切土や盛土法面等の緑化形成箇所について、生分解性法面植栽枠を計画的に配置し、植栽した樹木の特

徴や特性を活かした早期に樹林化できる技術です。 

生分解性法面植栽枠設置箇所によって、植物の生長に重要な土壌環境の安定を行い、安定的な樹木生長

を可能にし、導入植栽は先駆種的な役割を果たします。 

針葉樹および広葉樹のチップをファイバー状にし、中質繊維板化したものを製品化した完全有機質素材

であるため、徐々に微生物によって分解されます。 

樹林パッチ工法の特性と効果  

■生分解性法面植栽枠を環境(土質・日照・水・勾配)に応じてランダムに配置することができるため、自

然な植栽が可能である。 

■生分解性法面植栽枠の中に土壌を入れるため、法面掘削と土壌改良をする必要が無く、作業効率が向上

する。 

■種子の発芽率や幼苗生長の課題のある樹種も容易に法面へ導入する事ができる。また地域性の高い様々

な樹種を植栽することができる。 

■生分解性法面植栽枠の設置により枠内土壌が安定する事で、植栽樹木の初期根茎生長を確実なものとす

る。また基盤枠によって表層固定(土壌流亡抑制)を行なう。 

■現場での大掛かりな掘削と植栽枠(シガラや網柵)の作成手間が省け、容易に設置ができる。 

■早期に生物多様性で安定した複数層のある樹林形成が可能になり、維持管理の軽減や災害涵養効果、周

囲との景観調和が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NETIS登録番号：SK-080014-A

生分解性法面植栽枠設置直後 

設置５年目 

生分解性法面植栽枠の設置の流れ 

設置７年目 



表土吹付工法施工フロー 

飛島建設株式会社 
〒270-0222 

千葉県野田市木間ヶ瀬5472 

TEL：0471-98-1101  FAX：0471-98-7585 

URL：http://www.tobishima.co.jp/ mail：akio_uesugi@tobishima.co.jp 
 

表土吹付工法 

－ 埋土種子を活用し、法面に多様な自生種を生育させる緑化工法 － 
 

表土吹付工法は、現場発生表土に接合剤などを配合してのり面（法面）に吹き付ける緑化工法です。種

子を人為的には一切配合せず、表土中の埋土種子(土壌中で休眠状態にある天然種子)を発芽・生育させるこ

とでのり面を緑化します。多様な郷土種（自生種）を生育させ、生態系に配慮したのり面緑化を従来より

も低コストで実現します。また、現場発生土を有効利用（リサイクル）する工法です。吹付には客土吹付

工の機械を用い、特殊な機械を必要としません。表土の採取・処理方法及び材料配合に本工法のノウハウ

があります。 

表土吹付工法の特性と効果  

■多様な郷土種を生育させる表土中には様々な植物の埋土種子が存在します。これが発芽・生育するので、

牧草やハギ類主体の従来型工法とは異なり、多様な郷土種が生育する法面となります。 

■法面がビオトープとなり、その土地由来の多様な植物が生育するため、法面が様々な動物(昆虫、野鳥な

ど)の生息空間となります。 

■地域外から植物を持ち込まない緑化が実現できます。地域の植物の遺伝的特質を損なわない（遺伝子保

全の）ためには、地域外から植物を持 

ち込まないことが必要です。地域外か 

ら植物を持ち込まずに緑化することは、

人為的に種子を配合する方法では困難 

ですが、表土吹付工法ではこれが容易 

に実現でき、生物多様性保全に寄与し 

ます。 

■現場発生表土の有効利用（リサイクル）

となる現場発生表土は、土木工事 

において廃棄物的に扱われていますが、

これを緑化に有効利用することができ 

ます。  

■切土法面の緑化（土砂・軟岩のり面）

に適しています（勾配１：0.8まで）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

NETIS登録番号：SK-010008-A

施工後27ヶ月（８月）の状況 施工後４ヶ月（９月）の状況 



株式会社協和土建 
〒763-0091 

香川県丸亀市川西町北408番地1 

TEL：0877-28-7023  FAX：0877-28-0700 

URL： mail：kyouwa@mail.netwave.or.jp 

 

水草・刈草等の有効活用のための『KS 工法』 
 

『KS 工法』は、毎年大量発生する水草や刈草(多種の特定外来種を含む)を、「悪臭や汚濁水を出さず」

「安価に」「簡単に」処理し、公共事業の緑化基盤材・植生土壌・有機肥料資材として、幅広い分野に有効

活用するための技術である。特に水草は、窒素・リン酸などの肥料成分が高く、含水率(90%)も極めて高

いため、腐敗が早く、悪臭を放ちやすい困りものである。反面『KS 工法』で処理した水草堆肥は、肥料

成分が高く、ミネラル等の微量要素が豊富な保水性の高い資材(緑化材)となる。これらの資材は、公共工事

の土壌に係わる全ての工事に、緑化基盤材・土壌改良材・有機肥料等として活用することが出来る。 

ＫＳ工法の特性と効果  

■「悪臭を発生させず」「短期間(約2～3ヶ月)」で水草や刈草の発酵・堆肥化処理を可能にする。 

■発酵処理過程で水草や刈草の肥料成分を発散させたり、流亡させたりしないので、肥料効果の高い緑化

材をつくる。 

■特殊肥料登録で堆肥化が可能で、堆肥化のための特殊な施設が不要である。 

■環境にやさしい工法であり、CO2の排出も極めて少ない。 

■植生・張芝の活着等が極めて早く、次のような場合は特に堆肥の土壌改良効果が高い。 

1.素早く緑化しなければならない場所 

2.渇水になりやすいような場所、ないしは充分な散水が出来ない場所 

3.水草・刈草が豊富に存在し、処理しなければならない地域 

■公共工事の水草処理に係わる経費が大幅に削減でき経済性が向上する。（処分費と同程度の費用で） 

■水草・刈草等の堆肥化を行うことにより、富栄養化を防ぎ水質浄化としての効果も有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NETIS登録番号：SK-100006-A

発酵条件を整えて仕込み作業 切り替えし状況（仕込み後約２カ月） 

熟成状況（簡易シート工法） 施工後８週間の状況 



 

PRE緑化工法協会事務局 

（株式会社一条産業、有限会社ｱﾙﾌｧｸﾞﾘｰﾝ） 

〒231-0023 

神奈川県横浜市中区山下町99-1-207号 

TEL：045-662-8558  FAX：045-650-5365 

URL：http://www.pregreen.jp/ mail：info@pregreen.jp 
 

 

ＰＲＥ（ピーアールイー）緑化工法 

 

ＰＲＥ（ピーアールイー）緑化工法は、法面に対する表面侵食防止を目的に、建設工事によって発生す

る伐根、根株、剪定枝などの植物発生材を現場内で破砕し、結合材「ＭＣバインダー」を組み合わせ、モ

ルタル吹き付け機で施工する植生基材吹付工法です。 

結合材「ＭＣバインダー」は、杉・ヒノキ・ひばなどの針葉樹の葉より抽出した成分に、パパイヤ・パ

イナップルなどの酵素製剤を加え、更に長期の造成基盤安定に寄与する石炭灰を主原料とした無機系の接

合剤を組み合わせてつくられたものであり、保水性や保肥性の向上、導入植物の発芽・発根促進、塩基障

害の緩和や有効菌の高速増殖、根腐れの予防に有効です。 

なお、PRE（ピーアールイー）緑化工法は、グリーン購入法において法面緑化工法としては数少ない

適合工法となっています。 

 

技術の内容と効果  

■原則として、1:0.8程度の勾配までは、生育基盤安定のためのラス金網等の緑化基盤工を必要とせず、

コスト縮減と工期短縮、植物発生材のリサイクルに寄与します。 

■結合材「ＭＣバインダー」は、火力発電所から排出される石炭灰を主原料として有効利用したリサイ

クル製品であり、その使用により通気性、透水性に優れた造成基盤を構築します。 

■吹付けした基盤材と、繁茂した植物の根系により、法面の保護が図れます。 

■結合剤「MC バインダー」によって形成される複塩化合物は、寒冷地の霜柱による根毛の切断や、凍

上現象による地表面の隆起などを発生させにくくする働きがあり、また赤土などの微粒子の流出防止にも

なります。 

        
 

  

 

NETIS登録番号：CG-020023-V 

従来型植生基材吹付工との比較 施工状況写真 

施工フロー図 

H24.3 追加 



 

日本基礎技術株式会社 
〒150-0031 

東京都渋谷区桜丘町１５番１７号 

TEL：03-3476-5701  FAX：03-3476-4551 

URL：http://www.jafec.co.jp mail：gijutsu@jafec.co.jp 

竹繊維法面緑化工法 

－ 工程省力化・資源循環型緑化工法 － 

 
放置竹林などから伐採・排出される竹材をチップ化、さらに専用処理機によって膨軟化処理した竹繊維

を、吹付植生基盤に加え、竹繊維の補強効果により、従来、基礎工として使用していた金網設置工程省略

を可能としました。これにより、最大30%の工程短縮を可能とした法面緑化工法です。 

竹繊維法面緑化工法の特性と効果 

■これまで、リサイクルが困難であった竹を繊維化して、ガラス繊維に匹敵する強靭な天然繊維として 

  法面保護工に対して利用可能にした工法です。 

■現地または近傍で伐採した竹の処分に困っている現場において、現地運搬可能な繊維化装置により、 

その場で、リサイクル材として活用できます。 

■竹繊維は、施工後数年で腐植微生物等により分解され自然界に還元します。天然素材１００％なので 

  生態系への負荷がありません。 

■金網張工の省略で植生工の全工程を最大３０％短縮することが可能です（気象条件・地形条件等によ 

  る） 

■金網張工の省略は、木本類の成長に伴う金網との接触による腐食、幹への金網の取り込みなど、倒木 

  や成長障害の要因排除となります。 

■施工方法は、従来の植生基材吹付工や客土吹付工と同じ機械設備での施工が可能です。 

 

 

 

 

 

 

               65～75ｽｸﾘｰﾝ破砕竹      膨軟化処理後 

    放置竹林＆現地伐採             竹膨軟化処理             吹付植生基盤への混合 

 

 

 

 

 

 

                                       基盤キャッチャー 

   膨軟化処理機：エクストルーダー                          凹凸状況等現場条件に応じて設置 

■施工例 

 

 

 

 

 

施工２年後 施工直後 

 
吹付前 

膨軟化処理とは、原材料を約１MPa

の高圧で圧縮し、その後急激に減圧す

ることで、原料自体に膨張・破裂をお

こさせる破砕処理で、竹や木材を堆肥

化するなどの前処理として知られた

処理方法です。 

NETIS登録番号：TH-030015-V 

H25.3 追加 



四国地方整備局 四国山地砂防事務所 
 重信川砂防出張所 

〒791-0203 

愛媛県東温市横河原 

TEL：089-964-2126  FAX：089-964-9728 

URL：http://www.skr.mlit.go.jp/sabo/index.html 

(参考URL）http://www.skr.mlit.go.jp/yongi/singijyutu/genba/1012g/g01.pdf 

省力型木製残存型枠工法“（仮称）ウッドグッド改良版” 

■活用技術の概要 

本工法は、①Ｈ形鋼とアンカー筋により型枠を通すレールの設置②単純落とし込みによる型枠の設置③浮

上防止金具による固定で完了するものである。堰堤下流側は景観性と安全性が求められるため、防腐処理を

行った材料を使用することで耐久性を持たせ、将来、型枠材が腐食した場合には、その部分の取り替えが可

能である。景観性を必要としない堰堤上流側についてはＨ形鋼、木材ともに防腐処理はしていない。 

なお、使用する間伐材については従来工法と同じ溝切り加工した材料を用いているが、今後はよりコスト

を抑えるため角材を用いた試験施工を実施する予定である。 

 

■技術導入の目的（効果) 

経済性：従来の工法と比べ、必要部材や溶接箇所が少ないため、施工が省力化でき、労務費縮減が図れる。

工 程：コンクリート打設に制約があるため砂防堰堤自体の工程にはそれほど影響しないが、型枠組立が早

く終わり、作業員を他の作業へ回せることから工期の短縮が図れる。 

品 質：ボルト締めの作業や溶接作業が格段に少ないため、ボルトの締め忘れや溶接のミス等のチェックが

容易であり高品質が保持できる。 

安全性：型枠固定用のＨ形鋼が先行するので、転落防止用施設の施工が堤体内から行え、また、タイ材が少

なく作業性が良いため安全性は高いといえる。将来、木材が腐食した場合には堰堤面から取付金具

類が飛び出さないため安全である。 

施工性：タイ材が少ないため、コンクリート打設がスムーズに行え、ボルト締めや溶接箇所が格段に少ない

ので、施工性に優れている。また、木材をボルトに通す事もないため少人数での施工が可能である。

環 境：使用材料は間伐材であり環境面では従来と変わらないが、将来木材が腐食しても新しい木材と取り

替えが可能で景観を保つことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本工法は、間伐材の供給元である愛媛県森林組合連合会・施工業者である株式会社二神組の協力を得て、

約１年かけて細部にわたり検討した改良工法の試験的施工を行ったものである。 

組立完了状況 浮止防止金具設置 木製残存型枠設置状況 

http://www.skr.mlit.go.jp/sabo/index.html


土佐産商株式会社 
〒781-3401 

高知県土佐郡土佐町土居177 

TEL：0887-82-2688  FAX：0887-82-1704 

URL：http://tosa-senri.com/   mail：  

燻煙ミスト乾燥木材 

■製品の概要 

地域のバイオマス資源である杉針葉樹廃材を燃焼して得られる天然の煙成分が、木材表面及び内部に付着し、木

材の耐久性が向上することで、これまで木材の耐久性向上のために木材に化学薬品を注入することで処理されてき

たものが、天然成分由来の燻煙ミスト乾燥処理によって、化学薬品と同等の耐久性を向上することができるように

なっており、環境に極めてやさしい耐腐木材となっています。 

■特徴 

従来の木材の欠点である腐る・狂う等の性質を改善し、防腐性・防虫性・防蟻性・撥水性・寸法安定性を向上さ

せる技術です。 

杉針葉樹の廃材を燃焼して得られる煙中の成分が木材表面及び内部に付着し、強い抗菌性を発現し防腐・防虫・

防蟻などの効果が生まれます。また煙の成分であるフェノールとアルデヒドとの反応により熱硬化樹脂を形成し、

撥水性が向上すると同時に寸法安定性も向上します。 

■適用箇所 

住宅の構造材、内装材はもとより、河川階段工、擁壁パネル、土留め材等土木資材、また東屋、デッキ、看板、

便所等公園・景観資材など幅広い用途に利用できます。 

 

１．建築資材  ・・・構造材、羽柄材、内装材、造作材等 

２．公園景観資材・・・東屋、パーゴラ、便所、看板、モニュメント等 

３．土木資材  ・・・河川階段工、擁壁パネル、土留め材、法面工法、木工沈床、漁巣護岸、自然工法等 

（屋内外で使用する木製品施設全般等幅広い用途に利用できます。燻煙ミスト乾燥材は、一般の木材と比較し同等

の強度を有するため、通常木材を使用する箇所には同様に利用することが可能。また、燻煙ミスト乾燥後の木材

表面をプレーナー加工すれば、一般建築材として利用が可能。さらに防腐、防虫効果があるため地中埋設等耐久

性を有する箇所への利用が可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NETIS登録番号：SK-090018-A 

使用例① 使用例② 

燻製ミスト乾燥木材② 燻製ミスト乾燥木材① 



 

有限会社みかげ 
〒783-0062 

高知県南国市久礼田117 

TEL：088-862-2556  FAX：088-862-2346 

URL：http://www.nangokudoboku.com/ mail：yosuke@nangokudoboku.com 

 

プログレス

 

木製防護柵とは・・・ 

■

視のガードパイプに欠けていた自然素材の持つ暖か味と景観性を確保した間

り、従来の木製防護柵に無い平面・匂配対応及び優れた施工性、維持管理性

金具（ＳＵＳ304）、ビーム部材固定方法により、平面・匂配対応性、容易な部材の脱着を可能としま

し易い地際部に空間を設けることにより、耐久性の向上、ビーム部材、支柱の容易

せの木材加工を必要とせず、ボルト固定方式により優れた施工性を確保しました。 

■

及

び木材利用によるＣＯ2発生の低減により、地球環境への影響抑制、地球温暖化抑制への一方策となります。 

製品概要 

・プログレス木製防護柵は、機能重

伐材有効利用の木製防護柵です。 

・金具の露呈を抑えた連結金具によ

を確保したＰ種木製防護柵です。 

・従来の木製防護柵は現地平面・匂配に合わせた木材加工を行う必要があったが、支柱長孔に挿入・固定された

矩形連結

した。 

・支柱交換タイプは最も腐朽

な脱着を可能としました。 

・歩行者サイドへのボルト等の突出が無く、歩行者に配慮した構造です。 

・現地合わ

適用範囲 

・歩道、公園園路、河川敷等の歩行者自転車用柵Ｐ種に用います。 

・ビーム部材、柱部材と可能な限り木材活用を行い、木材使用料をアップさせることにより間伐材の有効利用

 

 

NETIS登録番号：SK-050004-A

①Ｈ型 Ｈ＝１．１ｍ ３段ビーム（丸棒タイプ） 

連結金具（SUS304） 連結状況 



 

高知県 土木部 須崎土木事務所 四万十町事務所 
〒786-0013 

高岡郡四万十町琴平町474-1 

TEL : 0880-22-1212 FAX : 0880-22-3812 

URL : http://www.pref.kochi.lg.jp/ mail : 170109@ken.pref.kochi.lg.jp 

木製転落防止柵の使用 

 本箇所については、『高知県四万十川の保全及び流域の振興に関する基本条例』に規定されて

いる流域内であるため、景観に配慮する必要もあることから、木製ビームに間伐材を利用し、間

伐材の有効利用を図りました。 

①木製転落防止柵 (エコフォレスト ＩＷシリーズ) 

         

           

          ②施工中              ③完成 

         

H24.3 追加 




